
赤井川村 検索

赤井川村役場
〒046-0592 北海道余市郡赤井川村字赤井川74番地2

TEL.0135-34-6211  FAX.0135-34-6644　http://www.akaigawa.com/

お問い合わせ先

■ 村勢要覧 2017  ■

人が集まる 美しいカルデラの里



「
最
も
美
し
い
村
と
は
、
人
の
営
み
が
生
み
出
し

た
美
し
さ
で
あ
り
、
そ
の
土
地
で
な
け
れ
ば
経
験

で
き
な
い
独
自
の
景
観
や
地
域
文
化
を
持
つ
村
で

あ
る
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合 

ロ
ゴ
マ
ー
ク

人が集まる 美しいカルデラの里

赤
井
川
村
は「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
の
一

員
で
す
。こ
れ
は「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美
し
い
村
」運

動
を
手
本
に
、将
来
に
わ
た
っ
て
美
し
い
地
域
づ
く

り
を
行
い
、景
観
・
文
化
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

赤
井
川
村
は「
カ
ル
デ
ラ
の
里
」。村
を
囲
む
山
並

み
は
新
緑
か
ら
紅
葉
、銀
世
界
へ
と
変
化
に
富
み
、

見
る
者
の
心
を
潤
し
ま
す
。ま
た
寒
暖
の
差
が
大

き
い
こ
と
か
ら
水
稲
、野
菜
、果
樹
、花
き
な
ど
、多

様
な
農
作
物
が
豊
か
に
実
り
ま
す
。一
方
、さ
ま
ざ

ま
な
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
満
喫
で
き
る
キ
ロ

ロ
リ
ゾ
ー
ト
を
は
じ
め
、余
市
岳
登
山
、渓
流
釣

り
、落
合
ダ
ム
上
流
で
の
カ
ヌ
ー
な
ど
、ア
ウ
ト
ド

ア
の
楽
し
み
も
多
彩
で
す
。

こ
の
よ
う
な
美
し
い
景
観
、豊
か
な
農
産
物
、自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
は
、開
拓
以
来
、自
然
の
恵
み
を
活

か
し
な
が
ら
、多
く
の
先
人
が
努
力
を
重
ね
て
築
き

上
げ
て
き
た
村
の
財
産
で
す
。ま
た
、子
育
て
や
新

規
就
農
へ
の
支
援
の
充
実
に
よ
り
、移
住
者
も
増
え

て
い
ま
す
。平
成
27
年
に
は
道
の
駅
も
オ
ー
プ
ン
し
、

村
を
訪
れ
る
人
の
数
は
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

農
業
を
中
心
と
し
た
産
業
と
文
化
に
誇
り
を
持

ち
、オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
誰
を
も
受
け
入
れ
、次

代
へ
と
地
域
社
会
を
継
承
し
て
い
く
。そ
れ
が
わ

が
故
郷
赤
井
川
村
の
本
当
の
美
し
さ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

ま

ち

0102



小さなお子さんや、初めての方
も安心して引き馬を楽しめま
す。馬の背の高い位置から見
る景色はほかでは見ることの
できない特別な絶景です。

幅広い年代が楽しんでいるパラグライダーを体験できます。手軽にパラグ
ライダーで飛ぶ感覚を味わってみたい方におすすめです。赤井川村上空か
らは、ほかでは見ることができないカルデラ盆地を一望できます。

赤井川村は、雄大な自然に囲まれ、その自然を利用したさまざまな遊びができます。
夏はパラグライダーやサッカー、パークゴルフなど、様々なスポーツを満喫でき、

冬は北海道内でも有数の豪雪地帯のため、スキーやスノーボードなどのウインタースポーツが楽しめます。

赤井川村のイベント

世界屈指のパウダースノーを誇る「キロロスノーワールド」。全長4㎞を
超えるコース距離と多彩なコースレイアウトで赤井川の良質な雪を楽し
めます。すぐに乗れるリフトがあり家族連れにも人気です。

スキー・スノーボード

ニジマスやヤマメ、イワナなどをスポーツ性の高
いルアーやフライで釣り上げることができます。
キャッチ＆リリースが基本で、フライフィッシン
グ教室もあります。

フィッシング

乗馬

パラグライダー

ファンカヤックは、初心者でものんびり、気軽に
水の上の楽しさを味わうことのできるフネです。
安定性が高いので、小さなお子さんでも湖面を
滑走することができます。

ファンカヤック

北海道で生まれたスポーツ。テニスボールぐら
いの大きさの硬い球を使い、1本のクラブで36
ホールを回ります。ゴルフをやったことのない方
でも簡単にプレイできます。

パークゴルフ

赤井川村の自然の中に、全面天然芝のサッカー
専用のグラウンドを整備しています。少年チー
ムから大人の愛好者チームまで幅広く利用され
ています。

レジャー・イベント

方川 村 の 楽 し み赤 井

サッカー

10月

毎年１０月上旬の土曜日に行われま
す。平成27年からは道の駅あかいが
わで開催され、各種イベントや農産物
の販売などが行われています。

メープル街道393
もみじ祭

村内の国道や道道などを中心に約2,000
個のスノーキャンドルを設置し、あかりを灯
します。冬ならではのイベントとして、ス
ノーモービルやかまくら・滑り台などの雪
遊びができるほか、約50発の花火が打ち
上げられます。

2月

3月

12月

8月

毎年3月の第1日曜日にクロスカントリース
キー大会が開催され、管内はもとより道内
各地から小中学生が集まり、力走を見せて
くれます。

シーニックナイト&
ウインターフェスティバル

赤井川ジュニアクロス
カントリースキー大会

各種イベント、農産物（メ
ロン・

スイカ等）食べ放題コ
ーナー

（1人500円）が人気で
毎年1万

人以上の方が訪れていま
す。

カルデラの
味覚（あじ）まつり

毎年大晦日深夜から行われるイベントで、
もちつきの後にホットミルク、年越しソバ
が振る舞われ、参加者みんなで新年を祝い
ます。

トキワ・ニューイヤーズ
フェスティバル

イチ押し！
イベント
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地元の食材を利用したパンやオ
リジナルジェラートを販売するほ
か、軽食コーナーや農産物直売
所を併設しています。

赤井川村字都190-16
0135-34-6699
【5月～9月】  8：30～19：00　無休
【10月～4月】9：00～17：00　第1･3水曜定休

道の駅あかいがわ（赤井川ｉセンター）7

イチ
押し！

スポット

7

8

2

1

5

9

6

3キロロリゾート

キロロ温泉森林の湯

コロポックル村

山中牧場

ホピヒルズ

AKAIGAWA TOMO PLAYPARK

道の駅
あかいがわ

赤井川
カルデラ温泉

4

36

393

393

アリス・ファーム
赤井川村には魅力ある景観やお子さんからシニアまでが楽しめる施設がたくさんあります。

自分のペースであなた好みのやすらぎと感動を見つけてください。

住所=　　電話番号=　　 料金=　　営業期間・時間=

赤 井 川 村 の 巡 り 方
施設紹介

赤井川村字明治56　　 0135-34-7575
※要予約

AKAIGAWA TOMO PLAYPARK6

赤井川村字常盤356　　 0135-34-7878　
4月～10月末営業、火曜・水曜定休、8月無休
レストラン／11：00～15：00
ショップ ／10：00～17：00

1 ホピヒルズ ソフトクリームや
ソーセージの販売、

乗馬の体験

赤井川村字日ノ出259-2　　 0135-34-7000
9：00～17：00　5月～10月下旬営業、月曜定休
【7月～8月】 ブルーベリー摘み取り、
　　　　　 ジャムやソフトクリーム等を販売

9 アリス・ファーム

赤井川村字常盤128-1　　 0135-34-7111（代表）
大人1,100円、小学生800円、
幼児500円（4歳以上）、3歳以下無料
【平　日】15：00～23：00

キロロ温泉森林の湯2

赤井川村字常盤128-1　　 0135-34-7111
シーズン中無休
【夏】 テニス、パークゴルフ、アーチェリーなど
【冬】 スキー、スノーボードなど

キロロリゾート3

赤井川村字都209　　 0135-34-6434
要問い合わせ
【カフェ】 4月下旬～11月3日営業、売店は通年営業

5 コロポックル村

ほかに、釣り場や
キャンプ場も

山中牧場4

赤井川村字落合478-1　　 0135-34-6711
【夏季】 8：30～18：00　無休
【冬季】 8：30～17：30　木曜定休

赤井川カルデラ温泉 （保養センター）8

赤井川村字赤井川71-2　　 0135-34-6441　
中学生以上400円、小学生200円、幼児無料
10：00～21：00　月曜定休

N

おかげさまで大人気！

道の駅のパンの

ご購入はお早めに

赤井川村 MAP

赤井川村の
憩いの場

ひと瓶ずつ
手作業で仕上げた
本格ジャムが売り

エステや
リラクゼーションも
あってお肌スベスベ

こだわりの
ホワイトアスパラが

絶品

牛乳や
ソフトクリームが

おいしい

世界屈指の
パウダースノーが

楽しめる
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　赤
井
川
村
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、村
づ
く
り
の
中
心
で
あ
る
農
業
を
維
持

し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、農
業
生
産
基
盤
の
一
層
の
充

実
を
図
り
、生
産
性
を
高
め
る
こ
と
を
継
続
し
て
実
現
し
て
い
き
ま
す
。そ
の

た
め
に
基
幹
水
利
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
、ほ
場
な
ど
各
種
基
盤
整
備
を

進
め
ま
す
。

　ま
た
後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保
に
向
け
、各
種
支
援
制
度
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、住
宅
の
確
保
や
優
良
農
地
の
維
持
・
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。経
営
体
制
の
強
化
を
進
め
な
が
ら
、売
れ
る
農
産
物

づ
く
り
や
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
展
開
、「
道
の
駅
あ
か
い
が
わ
」の
活
用

等
に
よ
る
地
産
地
消
の
促
進
、６
次
産
業
化
、さ
ら
に
は
有
害
鳥
獣
対
策
の
強

化
な
ど
、多
面
的
な
取
り
組
み
を
一
体
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　森
林
に
つ
い
て
は
、木
材
の
生
産
を
は
じ
め
、水
源
か
ん
養
や
生
活
環
境
の

保
全
な
ど
の
森
林
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
持
続
的
に
発
揮
さ
れ
る
よ

う
、適
正
な
森
林
管
理
・
整
備
を
進
め
ま
す
。地
域
材
の
利
用
促
進
の
た
め
、林

産
加
工
品
の
開
発
や
住
宅
の
新
築
・
改
築
を
支
援
す
る
ほ
か
、公
共
建
築
物
の

木
造・木
質
化
を
図
り
ま
す
。

農
林
業

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

　農
業
と
と
も
に
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
の
振
興
に
向
け
、「
キ
ロ
ロ

リ
ゾ
ー
ト
」の
機
能
の
強
化
を
側
面
的
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
観
光
協
会
の
組
織

強
化
の
も
と
、「
道
の
駅
あ
か
い
が
わ
」を
は

じ
め
と
す
る
観
光
資
源
の
一
層
の
充
実
・
活

用
を
図
り
ま
す
。

　新
た
な
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、農
業
の
村

な
ら
で
は
の
特
性
・
資
源
を
生
か
し
た
観

光
・
リ
ゾ
ー
ト
機
能
の
強
化
、知
名
度
向
上

へ
の
取
り
組
み
等
を
進
め
ま
す
。

商
工
業
・
新
産
業

　赤
井
川
村
の
地
域
性
に
即
し
た
商
工
業
の

維
持
・
存
続
に
向
け
、国
・
道
の
融
資
制
度
の

活
用
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。そ
れ
と
と
も

に
、商
工
業
振
興
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

商
工
会
へ
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、商
工
業

事
業
所
の
活
性
化
や
企
業
の
立
地
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、地
熱
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、赤
井

川
村
の
新
た
な
産
業
に
な
り
う
る
可
能
性

を
踏
ま
え
、側
面
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

雇
用
対
策

　各
種
産
業
振
興
施
策
を
通
じ
て
、雇
用
機

会
の
創
出・確
保
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
関
係

機
関
と
の
広
域
的
連
携
の
も
と
、就
職
に
関
す

る
情
報
提
供
や
相
談
の
充
実
、職
業
能
力
の
開

発
に
関
す
る
支
援
等
に
努
め
ま
す
。

　労
働
者
の
安
定
し
た
雇
用
環
境
づ
く
り

に
向
け
、季
節
労
働
者
が
通
年
雇
用
さ
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
や
、若
者
ま
た
は
非
正
規
社

員
の
正
規
雇
用
や
育
児
休
業
な
ど
、就
業
支

援
の
整
備
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

●花好きが高じて農家に
　私は花が大好きで、20代の初めから十数年間、生花店に勤めていました。「自分で花を育てたい」と思い、札幌で
開かれた「新・農業人フェア」というイベントに参加。そこに出展していた自治体の一つが、赤井川村でした。故郷
の小樽に近く、役場の方も親切で、「農家になるなら、ここしかない」と、新規就農を決断しました。
●2年間の研修を経て、平成29年に独立
　2年間の農業研修中は村の公営住宅に住み、トルコキキョウとパプリカの栽培農家、育苗センターなどで学びまし
た。そして今年の4月、ビニールハウス4棟(トルコキキョウとパプリカを各2棟)を借り、晴れて独立。でも、新入りでま
だわからないことだらけです。こんな未熟な私に、周りの農家の方たちはいつも惜しげもなくアドバイスをくれます。
また、村からは各種の補助を受けています。みなさんに支えられて、スタートが切れました。農作物は努力すればする
ほど、良い品質のものができます。初出荷はこれからですが、早くみなさんのレベルになれるよう日々精進しています。

札幌の新・農業人フェアで
「赤井川村しかない」と感じて
研修を希望しました。

村民の声

生花店に十数年勤務をしたあと、
新規就農した農家1年生

A K A I G A W A

産 業
Industry

新たな活力と

交流を生み出す
あかいがわ

千葉 譲さん
ち ば ゆずる

0708



A K A I G A W A

　村
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
と
も
に
健
や
か
で
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
、地
域
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
へ
の
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、保
健
事
業
の
拠
点
で
あ
る
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
維

持
管
理
に
努
め
、ふ
れ
あ
い
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
推
進
や
交
流
、情
報
交

換
の
場
と
し
て
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
組
織
体
制
の
充
実
、保
健
推
進
員
や
食

生
活
改
善
推
進
員
の
育
成
等
に
よ
り
、広
報
・
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。教

室
・
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、肥
満
・
運
動
、こ
こ
ろ
・
ア
ル
コ
ー
ル
、た

ば
こ
、歯
、食
生
活
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、正
し
い
知
識
の
普
及
や「
自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」と
い
う
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
ま
す
。

　が
ん
検
診
の
方
法
や
健
康
項
目
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
し
、特
定
健
康
診

査
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
ま
す
。特
定
保
健
指
導
を
は
じ
め
、健

康
教
育
や
健
康
相
談
等
、予
防
を
重
視
し
た
き
め
細
や
か
な
保
健
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、村
立
診
療
所
に
つ
い
て
、医
療
機
器
の
計
画
的
な
更
新
や
医
師
の
確

保
を
は
じ
め
、本
村
の
医
療
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

保
健
・
医
療

子
育
て
支
援

　子
ど
も
の
数
が
年
々
減
少
し
て
い
く
中
、

若
い
世
代
が
出
産
や
子
育
て
に
希
望
を
持

ち
、安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

よ
う
、保
育
所
を
統
合
し
、保
育
体
制
を
充

実
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
れ
と
と
も
に
子
育
て

に
関
す
る
相
談
・
指
導
や
学
習
・
交
流
の
場

の
提
供
、育
児
サ
ー
ク
ル
の
支
援
、保
育
料

の
無
料
化
や
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

の
全
額
助
成
、給
食
費
無
料
化
な
ど
経
済
的

支
援
を
行
い
、村
全
体
で
子
育
て
を
支
援
す

る
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
支
援

　高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む
中
、高
齢
者
が
生

き
が
い
を
も
っ
て
元
気
に
暮
ら
し
、ま
た
、

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
ま
す
。生
き
が
い
づ
く
り
や
介

護
予
防
に
向
け
た
施
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

障
が
い
者
支
援

　障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、地
域
の

中
で
支
え
合
い
、と
も
に
生
き
る
村
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、障
が
い
者

や
障
が
い
に
対
す
る
村
民
の
理
解
を
促
し
、

障
が
い
者
の
社
会
参
加
に
向
け
た
施
策
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

地
域
福
祉

　村
民
の
福
祉
意
識
の
高
揚
を
図
り
な
が

ら
、地
域
住
民
や
福
祉
団
体
等
に
よ
る
見
守

り
、生
活
支
援
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
の
促

進
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、す
べ
て
の
人

が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、公
共

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す
。

社
会
保
障

　村
民
が
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら
し
、安
心

し
て
老
後
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、国
民
健

康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
、国
民
年
金
、

生
活
保
護
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
の
周
知

と
適
正
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

●保健師さんからの丁寧なお手紙に感銘
　私は大阪で銀行勤務をしていましたが、田舎暮らしを実現したいと夫婦で移住しました。娘の芽衣が生まれたの
は、移住1年後の平成28年5月。生後しばらく体重が増えず、不安になって保健師さんに相談しました。その後丁寧な
アドバイスが書かれたお手紙をいただき、保健師さんの励ましに心が温かくなりました。月に1回「ひよこの会」という
保健師さんに相談できる会もあり、頼りにしています。
●15人ほどの子育てメンバーで活動　
　「こっこクラブ」という子育てサークルでは、今年から代表を務めています。月に1回、健康支援センターのキッズルー
ムに母子が集まり交流しています。天気が良ければ、公園でお弁当を広げてピクニックも。村では保育所、中学生まで
の医療費が無料など、子育て支援の内容が豊富。おばあちゃん世代の方から「長くいてほしい」と言われ、野菜のおす
そ分けなどもよくいただきます。地域に温かく支えられていることが、子どもにとっても幸せなことだと感じています。

子育て支援の内容が豊富で
地域の方々とのつながりも強く
安心して子どもを育てられます。

村民の声

A K A I G A W A

福 祉
Welfare

健やかで

安心して暮らせる
あかいがわ

大阪から移住し、
子育てサークルの代表となった

柳澤 智衣さん
ち えやなぎ さわ
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A K A I G A W A

社
会
教
育

　
村
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
、活
動
し
、心
豊
か
で
充
実
し
た
人
生

を
送
る
と
と
も
に
、そ
の
成
果
が
社
会
で
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
。そ
の

実
現
に
向
け
て
、保
健
・
福
祉
部
門
等
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至

る
ま
で
、各
世
代
の
課
題
に
応
じ
た
学
習
機

会
の
提
供
を
図
り
ま
す
。ま
た
、地
域
の
人

材
や
生
活
文
化
資
源
を
活
用
し
て
学
ぶ
場

や
自
主
的
な
学
習
活
動
の
促
進
、読
書
環
境

の
充
実
等
に
努
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、村
民
誰
も
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
気
軽
に
親

し
め
る
よ
う
、体
育
館
や
プ
ー
ル
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。体

力
向
上
や
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
推
進
し
、村
民
の
要
望
に
基
づ
い
た

講
習
会
や
大
会
な
ど
の
開
催
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
た
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
サ
ー
ク
ル
、

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
や
、指
導
者

の
育
成
に
も
努
め
ま
す
。

文
化
芸
術

　
心
豊
か
で
生
き
が
い
に
満
ち
た
暮
ら
し

の
確
保
と
赤
井
川
文
化
の
継
承
・
創
造
に
向

け
、文
化
団
体
の
育
成
や
文
化
芸
術
の
鑑
賞・

発
表
の
機
会
を
積
極
的
に
設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
村
が
誇
る
伝
統
芸
能
で
あ
る

「
カ
ル
デ
ラ
太
鼓
」や「
赤
井
川
音
頭
」の
保

存
・
伝
承
に
努
め
る
と
と
も
に
、老
朽
化
が

進
む
郷
土
資
料
館
の
建
て
替
え
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

国
際
交
流

　
国
際
化
に
対
応
し
た
村
づ
く
り
、国
際
交

流
に
よ
る
人
材
育
成
や
地
域
活
性
化
に
向

け
、北
海
道
教
育
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
留

学
生
の
受
け
入
れ
や
中
学
生
の
海
外
派
遣

授
業
の
継
承
と
内
容
充
実
に
努
め
ま
す
。

●PTAが図書室の運営に協力
　PTAでは、今年から「図書ボランティア」を始めました。村民に声をかけて、学校図書室の管理・世話をしてもらう
ものです。実は図書室に学校司書がいないため、昼休みしか開けていませんでした。そこで月に2日間ですが、ボラン
ティアが午後2時半から4時まで図書室を開け、子どもたちが本に触れられる時間を増やしています。
●オーストラリア研修でたくましく
　村の子どもたちは保育所から始まって中学校卒業まで、15年間一緒に育っていくようなもの。同時に村全体で支
え合う気風があり、それが子どもたちにも伝わっているのか、素直に育つようです。しかし、一方でこの環境が居心地
よく、外の世界へ出て行こうとしない子もいます。村では中学2年生にオーストラリア研修を実施し、ホームステイを
させています。行く前は「行きたくない」と言っていた子が、帰ってくると「また行きたい」と言います。小さな村だから
こそ、大きな世界を知って成長してほしいと思っています。

村全体で支え合う気風があり
子どもたちもそうした大人を見て
素直に育っています。

村民の声

赤井川中学校のPTA会長、
村の連合PTA会長を務める

佐々木 和之さん
さ さ き かず ゆき

教 育
Education

将来を担う人を

育むあかいがわ

※ICT…コンピュータやネットワークに関連する諸分野における技術・産業・設備・サービスなどの総称 （IT用語辞典バイナリより引用）

　
子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
人
材
と
し
て
、心
身
と
も
に
た

く
ま
し
く
成
長
で
き
る
よ
う
、小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
や
義
務
教
育
９
年

間
に
つ
な
が
り
を
も
た
せ
た
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。ま
た
各
学
校

目
標
や
経
営
方
針
に
沿
っ
て
、
”チ
ー
ム
あ
か
い
が
わ
“と
し
て
地
域
に
根

ざ
し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
適
切
な
支
援
を
図
る

と
と
も
に
、地
域
の
教
育
資
源
を
活
用
し
、保
護
者
や
地
域
と
連
携
し
た
教
育

活
動
を
推
進
し
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
適
応
で
き
る
よ
う
、外
国
語
教
育

や
国
際
交
流
も
進
め
ま
す
。

　
教
科
学
習
や
課
外
活
動
、発
達
段
階
に
応
じ
た
学
習
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、健
康
な
身
体
づ
く
り
に
つ
な
が
る
施
策
を
進
め
ま
す
。

ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
や
読
書
環
境
を
整
備
す
る
ほ
か
、高
校
生
の
自
宅
通
学
者

支
援
に
も
努
め
ま
す
。

　
良
好
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、学
校
施
設
・
設
備
は
緊
急
性
と
妥
当

性
を
適
正
に
判
断
し
、計
画
的
な
更
新
と
改
修
を
図
り
ま
す
。家
庭
・
地
域
・
関

係
機
関
と
連
携
し
た
学
校
内
外
の
安
全
体
制
を
推
進
し
、い
じ
め
や
暴
力
の

な
い
学
校
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育

※
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美
し
い
自
然
環
境
・
田
園
風
景
を
誇
る
村
と
し
て
、環
境
・
景
観
を
守
り
、人

と
自
然
の
共
生
が
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、村

一
体
と
な
っ
た
環
境
保
全
・
美
化
活
動
の
促
進
や
環
境
汚
染
の
未
然
防
止
、太

陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
、小
水
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
の

検
討
な
ど
、時
代
に
即
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、阿
女
鱒
岳
地
域
に
お
け
る
地
熱
発
電
開
発
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

赤
井
川
の「
カ
ル
デ
ラ
盆
地
」形
状
は
、太
古
の
昔
、火
山
活
動
に
よ
る
隆
起
と

陥
没
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
56
年
に
地
熱
資
源

調
査
を
行
い
、現
在
で
は
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
育
苗
ハ
ウ
ス
の
融
雪
用
や
、

赤
井
川
カ
ル
デ
ラ
温
泉
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
か
ら
地
表
調
査
が
、平
成
25
年
か
ら
は
調
査
用
井
戸
の
掘
削
が

行
わ
れ
、平
成
28
年
ま
で
に
５
本
の
調
査
用
井
戸
が
掘
削
さ
れ
て
い
ま
す
。今

後
は
実
際
の
生
産
井
、還
元
井
と
同
規
模
の
試
験
用
井
戸
を
掘
削
し
て
、数
週

間
の
生
産
・
還
元
能
力
試
験
を
行
い
、こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、

地
熱
貯
留
槽
を
評
価
し
ま
す
。事
業
化
可
能
と
見
込
ま
れ
れ
ば
、環
境
影
響
評

価
や
発
電
に
必
要
と
な
る
生
産
井
、還
元
井
の
掘
削
や
実
証
試
験
を
経
て
、発

電
出
力
が
決
定
さ
れ
、地
熱
発
電
所
の
建
設
と
な
り
ま
す
。

環
境
保
全
・エ
ネ
ル
ギ
ー

ご
み
処
理
等
環
境
衛
生

上
・
下
水
道

　
安
全
・
安
心
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、簡
易
水
道
施
設
等
の
適
正
管
理
及
び

計
画
的
な
改
修
・
更
新
、水
質
管
理
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、美
し
く
快
適
な
居
住
環
境
づ
く
り

と
河
川
等
の
水
質
保
全
に
向
け
、全
体
計
画

に
基
づ
く
公
共
下
水
道
事
業
の
計
画
的
推

進
、整
備
さ
れ
た
公
共
下
水
道
施
設
の
長
寿

命
化
及
び
未
接
続
世
帯
の
接
続
に
努
め
る

と
と
も
に
、こ
れ
ら
下
水
道
整
備
区
域
以
外

に
お
い
て
は
、合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を

引
き
続
き
促
進
し
ま
す
。

公
園
・
緑
化

　
公
園
は
人
々
が
水
と
緑
に
親
し
み
、い
こ

い
、交
流
で
き
る
場
で
あ
り
、子
ど
も
た
ち

の
安
全
な
遊
び
場
で
も
あ
り
ま
す
。カ
ル
デ

ラ
公
園
や
、み
や
こ
公
園
を
は
じ
め
、既
存

公
園
の
施
設
・
設
備
の
適
正
管
理
に
努
め
る

と
と
も
に
、村
ぐ
る
み
の
緑
化
を
推
進
し
ま

す
。

　
ま
た「
豪
雪
地
帯
を
さ
く
ら
・
も
み
じ
の

名
所
へ
」を
合
言
葉
に
、地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
良
好
な
景
観
の
形
成
と
村
民
の
環

境
意
識
の
向
上
の
た
め
、植
樹
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

防
犯
・
交
通
安
全

　
犯
罪
の
な
い
住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
向

け
、関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、村
民
の
防

犯
意
識
の
啓
発
や
自
主
的
な
防
犯
活
動
の

促
進
、防
犯
灯
の
整
備
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、悪

質
商
法
等
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、交
通
量
の
増
加
や
高
齢
化
を
踏
ま

え
、関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、村
民
の
交

通
安
全
意
識
の
啓
発
や
交
通
安
全
施
設
の

整
備
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
し
出
し
な

ど
、村
一
体
と
な
っ
た
交
通
安
全
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

消
防
・
防
災

　
全
国
各
地
で
頻
発
す
る
大
規
模
災
害
の

教
訓
を
踏
ま
え
、北
後
志
消
防
組
合
に
よ
る

常
備
消
防
・
救
急
体
制
の
維
持
・
充
実
、消
防

団
の
充
実
を
図
り
ま
す
。ま
た
、村
民
の
防

火
・
防
災
意
識
の
啓
発
、防
災
行
政
無
線
の

適
正
管
理
、防
災
資
機
材
・
食
料
の
備
蓄
、河

川
の
整
備
な
ど
、総
合
的
な
消
防
・
防
災
体

制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

●地区総出で用水管理やごみ拾いを実施
　私は10haの稲作のほか、トウモロコシ、メロンなどを栽培する農家です。「都地区資源保全隊」というグループで、毎
年決まった時期に農業用水路の清掃や畔の草刈り、道路のごみ拾い、外来種であるアライグマの駆除など、さまざまな
環境保全活動をしています。グループ独自の活動のほか、行政と一緒になって活動するものもあります。また、用水路の
縁にサクラの苗木を植樹する活動も今年で7年目になりました。春になると、美しい光景が見られます。
●この素晴らしい環境を次代に手渡していきたい
　悩みは後継者が少なくなり、活動の人手が少なくなってきたこと。また、アオサギが増えるなど、生物相の変化も感じて
います。私自身は減農薬米を栽培し、自分で精米して札幌などの顧客に販売しています。これからの農家は、作物を作っ
て、売って、環境保全もやってと、オールマイティである必要があります。水をはじめとするこの素晴らしい環境が、おいし
いコメを生み出す基盤であり、できる限り自分たちの手で地区の環境を守り、次代に手渡していきたいと考えています。

赤井川村の
素晴らしい環境を守ることで、
農業を次の世代につないでいきたいです。

村民の声

「都地区資源保全隊」の代表で、
サクラの植樹も続けている

A K A I G A W A

安 全
Safety

美しく快適で

安全なあかいがわ

吉川 幸男さん
ゆき およし かわ

※3R運動…リデュース（発生抑制）・リユース（再使用）・リサイクル（再生使用）運動

　
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会

の
形
成
に
向
け
、北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理

広
域
連
合
に
よ
る
広
域
的
な
ご
み
処
理
体

制
の
維
持
・
充
実
、村
民
・
事
業
者
の
ご
み
分

別
の
徹
底
や
３
Ｒ
運
動
の
促
進
、不
法
投
棄

の
防
止
に
努
め
ま
す
。さ
ら
に
新
た
な
し
尿

処
理
体
制
の
設
備
に
つ
い
て
検
討
・
推
進
し

ま
す
。

　
ま
た
、火
葬
場
と
墓
地
の
適
正
管
理
に
努

め
ま
す
。

※
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中村 菜奈子さん
な な こなか むら

地域おこし協力隊をきっかけに
定住した

　
電
子
自
治
体
の
構
築
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
、既
存
の
各
種
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管

理
・
更
新
に
加
え
、時
代
に
即
し
た
新
た
な

シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
ク
ラ
ウ
ド
化
な
ど
を

計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。行
政
内
部
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
と
、自
治
体
経
営
の
効
率
化
、村
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
一
層
推
進
し
ま
す
。す

べ
て
の
村
民
が
高
速
・
大
容
量
の
通
信
環
境

を
利
用
で
き
る
よ
う
、光
フ
ァ
イ
バ
網
末
整

備
区
域
の
整
備
を
事
業
者
に
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、各
種
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
安
全
か
つ

円
滑
に
提
供
す
る
た
め
、情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
推
進
し
ま
す
。村
民
の
意
識
啓

発
と
情
報
活
用
能
力
の
向
上
、情
報
化
を
支

え
る
職
員
の
育
成
に
向
け
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す

る
教
育・研
修
を
行
い
ま
す
。

　
村
全
体
の
発
展
と
利
便
性
・
安
全
性
の
向
上
に
向
け
、北
海
道
横
断
自
動
車

道（
黒
松
内
・
小
樽
間
）の
整
備
を
国
に
要
請
し
て
い
ま
す
。ま
た
後
志
広
域
観

光
の
周
遊
ル
ー
ト
の
確
立
、泊
発
電
所
の
災
害
対
策
、有
珠
山
の
噴
火
災
害
対

策
な
ど
の
た
め
、国
道
の
整
備
促
進
を
要
請
し
ま
す
。道
道
の
整
備
に
つ
い
て

も
、関
係
機
関
に
積
極
的
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。村
道
に
つ
い
て
は
、整
備

と
と
も
に
橋
梁
の
長
寿
命
化
、除
排
雪
体
制
の
維
持
・
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。国
道
・
道
道
の
除
排
雪
体
制
に
つ
い
て
も
、維
持
・
充
実
を
要
請
し
て
い
き

ま
す
。

　
２
０
３
０
年
度
末
開
業
予
定
の
北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
に

つ
い
て
、赤
井
川
村
で
ト
ン
ネ
ル
工
事
等
が
進
ん
で
お
り
、そ
の
円
滑
な
実
施

の
た
め
に
、関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、こ
の
工
事
に
よ
っ
て

発
生
す
る
土
砂
を
受
け
入
れ
た
村
有
地
を
、公
園
化
す
る
構
想
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。工
事
の
実
施
や
開
通
の
効
果
が
、赤
井
川
村
の
活
性
化
及
び
地
域

産
業・経
済
の
持
続
と
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
民
間
の
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、村
民
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
交
通
手

段
と
し
て
、利
用
者
の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。引
き
続

き
助
成
を
行
い
、路
線
バ
ス
の
維
持・確
保
、利
用
性
向
上
等
に
努
め
ま
す
。

道
路
・
公
共
交
通

土
地
利
用

　
村
の
美
し
い
自
然
環
境
・
田
園
風
景
と
、

村
民
の
生
活
、産
業
活
動
と
が
調
和
し
た
良

好
な
地
域
環
境
を
形
成
し
て
い
く
方
針
で

す
。村
の
現
状
や
将
来
の
展
望
、社
会
環
境

の
変
化
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、各
種
計
画

の
見
直
し
・
調
整
を
適
宜
行
い
ま
す
。こ
れ

ら
に
基
づ
く
適
正
な
規
制
・
誘
導
を
行
い
、

計
画
的
な
土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、土
地
利
用
の
状
況
を
明
確
化
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
用
し
て
い
く
た
め
、

地
籍
調
査
成
果
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

住
宅
、定
住
・
移
住

　
定
住
・
移
住
の
促
進
と
赤
井
川
村
ら
し
い

美
し
く
て
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
住
環
境
づ
く

り
に
向
け
、村
営
住
宅
の
建
て
替
え
・
修
繕

を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。ま
た
宅
地
の
分

譲
を
検
討
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
住
宅
施
策
と
連
動
し
な
が

ら
、就
農
・
田
舎
暮
ら
し
な
ど
目
的
に
か
か

わ
ら
ず
、移
住
希
望
者
か
ら
の
相
談
に
対
応

で
き
る
窓
口
の
設
置
を
促
し
て
い
ま
す
。ま

た
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、移
住
を
ス

ム
ー
ズ
に
実
現
で
き
る
仕
組
み
の
確
立
を

図
り
ま
す
。

情
報
化

●「道の駅」のオープン準備が最初の仕事
　私は平成27年1月に地域おこし協力隊に応募して、神奈川県から移住しました。仕事は「道の駅」のオープン準備、運
営でした。ベーカリー担当でしたが、店舗のレイアウトからレジの設定まで、多様な仕事をやりました。「村の特産品を活
かして、パンを焼こう」と、青大豆を入れた豆パンやウインナーパンなどを考え、好評をいただいているのがうれしいです
ね。ここは人と人の距離が近く、つながりの濃さを感じます。みなさん、自分のことだけではなく、人のことも考えて生活し
ているんだなと思います。だから、人の輪の中に自然にとけ込めました。
●子育てが一段落したら、新しい活動を
　夫とは職場で出会い、結婚。女児が誕生して定住を決意しました。今は子育てが忙しく、活動の余裕はあまりありませ
んが、いずれは働くかボランティアなどの形で、地域おこし協力隊の続きをやっていきたいです。村に来る前にカナダと
ニュージーランドで2年間の海外留学・生活の経験があり、英語を地域の活性化に役立てるのもいいなと思っています。

人と人との距離が近く、つながりが濃い。
子育て中の移住者も多く、
「よそ者」の意識なくとけ込めます。

村民の声

A K A I G A W A

環 境
Environment

未来への基盤が
整ったあかいがわ

●KPI（重要業績評価指標）

引用：平成28年3月10日発行「赤井川村創生総合戦略」

指標名

民間路線バス
利用者数

人 11,268
（平成26年度）

11,300
（平成31年度）

箇所 0
（平成26年度）

3
（平成31年度）

Wi-Fi環境
整備箇所

単位 基準値 目標値
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保健推進員協議会のみなさん
 ほ　けん すい しん いん きょう  ぎ   かい

活動拠点の一つ
「地域サロンたんぽぽ」に集まった

A K A I G A W A

　
各
種
の
財
政
指
標
に
よ
る
財
政
状
況
の
分
析
・
公
表
を
適
時
・
的
確
に
行
い

な
が
ら
、費
用
対
効
果
や
優
先
度
、緊
急
性
等
を
十
分
に
勘
案
し
、選
択
と
集

中
に
よ
る
事
業
の
厳
選
、な
ら
び
に
財
政
配
分
を
行
う
方
針
で
す
。限
ら
れ
た

財
源
を
活
用
し
て
自
立
し
た
村
を
創
造
し
、持
続
的
に
経
営
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
て
、財
政
運
営
の
健
全
化
、事
務
事
業
の
見
直
し
や
組

織
・
機
構
の
再
編
、定
員
管
理
の
適
正
化
、人
材
の
育
成
な
ど
、さ
ら
な
る
行
財

政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。同
時
に
、財
政
負
担
の
軽
減
や
将
来
を
見
据
え
た
最

適
な
公
共
施
設
の
配
置
を
目
指
し
て
、総
合
的
・
計
画
的
な
管
理
に
努
め
ま

す
。

　
ま
た
、村
民
の
視
点
を
重
視
し
、窓
口
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。行
政
の
効
率
化
と
人
々
の
利
便
性
の
向
上
、公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

を
目
的
に
導
入
さ
れ
た「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」に
つ
い
て
は
、庁
内
体
制

の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、定
着
化
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、効
率
的
な
自
治
体
経
営
の
実
現
に
向
け
、周
辺
自
治
体
と
連
携
し

て
共
同
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。小
樽
市
の
都
市
機
能
を
有
効
活
用
し
て

圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、北
し
り
べ
し
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

行
財
政

男
女
共
同
参
画

　
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
。そ
の
実

現
の
た
め
に
、広
報
・
啓
発
活
動
等
を
通
じ

て
、性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

の
解
消
や
男
女
平
等
の
意
識
啓
発
を
進
め

ま
す
。さ
ら
に
政
策
・
方
針
を
決
定
す
る
場

へ
の
男
女
の
参
画
、女
性
団
体
へ
の
活
動
支

援
な
ど
を
図
り
、女
性
の
能
力
向
上
を
支
援

し
ま
す
。

　
ま
た
、男
女
間
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
自
主
的
・
自
立
的
な
地
域
づ
く
り
、支
え

合
い
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
に
向
け
、村
内

外
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
紹
介
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。情
報
提
供
や
啓
発
と
と

も
に
、区
会
単
位
の
自
主
的
な
活
動
へ
の
支

援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
修
繕
・
改
修
を

引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。よ
り
活
発
な
活
動

が
展
開
で
き
る
よ
う
、支
援
施
策
の
充
実
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、保
健
推
進
員
協
議
会
や
交
通
安
全

協
会
な
ど
、自
治
組
織
を
通
じ
た
各
種
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

協
働
の
村
づ
く
り

　
村
民
や
村
民
団
体
、民
間
企
業
等
と
行
政

が
、夢
と
危
機
感
を
共
有
し
、知
恵
と
力
を

合
わ
せ
た
協
働
の
村
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

「
広
報
あ
か
い
が
わ
」に
つ
い
て
、内
容
の
充

実
や
読
み
や
す
い
誌
面
づ
く
り
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
充

実
さ
せ
ま
す
。要
請
に
応
じ
て
村
政
懇
談

会
・
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、広
報
機
能

を
強
化
し
、情
報
共
有
の
一
層
の
推
進
を
図

り
ま
す
。ま
た
各
種
行
政
計
画
の
策
定
、公

共
施
設
の
管
理
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

等
へ
の
参
画
・
協
働
の
促
進
、村
づ
く
り
団

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
な
ど
、協
働
体
制
の
強

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
開
催
や
審
議

会
等
の
委
員
の
一
般
公
募
を
通
じ
、各
種
行

政
計
画
の
策
定
な
ど
、村
民
参
画
・
協
働
を

促
進
し
ま
す
。

●勉強会やイベントへの協力
　保健推進員協議会は、村の各地区の代表者やボランティアなど、40名あまりで構成されています。「村民の健康推
進」を目的に自らの資質を高める勉強、各地区の健康づくり活動への協力、健診の呼びかけなど行政への協力と、さま
ざまな活動をしています。最初は昭和40年に、村の委託で始まりました。
●空き店舗を活用してサロンも運営
　平成28年6月に空き店舗を活用して、「地域サロンたんぽぽ」をオープンしました。週2回、コーヒーやお茶を無料で
提供しています。昔話などのおしゃべりはもちろん、時にはマージャンの会を催すなど、地域の人たちの交流の場となっ
ています。高齢者だけでなく、赤ちゃんを連れた若いお母さんも来ます。運営費は寄付してもらった食器、衣類、バッグ
などのリサイクル品販売でまかなっています。人が集まることで少しは賑わいを取り戻せますし、私たち委員自身の居場
所にもなっていますね。助け合える人間関係や情報を確認し、コミュニティを維持していくことが大切だと感じます。

「村民の健康推進」を目的に
50年以上続く活動。
コミュニティの維持に貢献しています。

村民の声

行 政
Administration

ともにつくる

自立したあかいがわ

※定住自立圏共生ビジョン
　…都市機能を有する市と近接する近隣市町村とが相互に連携し、役割を分担しながら暮らしに必要な機能を確保していくための広域行政の取組 （小樽市HP 定住自立圏構想より引用）

※
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移住・定住支援事業

カンガルーに
触ることも
できるよ！

300万円の
住宅建設資金を支援します。

赤井川村に10年以上 居住する方へ

いろいろな子育て支援 を実施しています。

自然豊かな環境でお子さんをのびのび育てたい方へ

特典 があります。
65歳以上の方へ

対象住宅 支援内容支援対象

自ら居住する2LDKまたは
3DK以上の新築住宅（風呂、
トイレ付）

店舗・事務所兼用の場合に
あっても、居住部は2LDKま
たは3DK以上の新築住宅
（風呂、トイレ付）

1棟6戸以上のもので、1戸の
居住部が1LDK以上の新築
住宅（各屋に風呂、トイレ付）

専用住宅

併用住宅

共同住宅

1棟6戸以上の住宅に対し、

1戸あたり300万円

共同住宅

300万円
専用住宅

300万円
併用住宅

平成28年4月1日から
平成38年3月31日までの10年間
※水道給水区域、除雪路線内など建設時の注意事項が
ありますのでお尋ねください。

支援事業の
期間

優遇措置
新築住宅建設後、3年間は
固定資産税半額

村内に建築基準法その他
関係法令に適合した住宅
を新築し、その住宅に住
所を有し、10年以上居住
する方

●移住…
他市町村より移り住むこと
（住民登録が必要）

●定住…
これからも村で生活しよう
と思っている方
（建て替え、新築の方）

出産後は、赤井川村の保健
師がさまざまな健診を行う
とともに、いろいろな相談
に乗ります

小中学校修学旅行等の
旅費の一部助成

パパがちょっとだけ
早起きして、赤井川村から

職場に通勤してみませんか？
（車通勤で余市町まで約18分、小樽市まで約45分、札幌市まで約90分）

部活支援事業
（各大会への参加の旅費助成）

研 修 先 ：メルボルン市内ストラスモア中学校
主な視察先：ボンダイビーチ、
　　　　　 セントメアリー大聖堂

中学生海外研修授業(10日間)

居住している方がお子さん
を出産した場合は、
20Lのごみ袋を200枚
プレゼント

ベビーシート・チャイルド
シート・ジュニアシートを
無料で貸し出し

小学校・中学校へ通う
お子さんの給食費は無料

小学校・中学校へ通うお子
さんのキロロスキー場の
シーズン券は無料

2歳から、保育所に
お子さんを預けても、
保育料は無料

中学校卒業までの
お子さんの医療費は無料

無料で海外語学研修!
中学2年生になると、全員がオーストラリアの
姉妹校に語学研修へ。ホームステイも体験します。 

知っておきたい！耳より情報
移住・定住支援事業

こい

むらに戀して  みませんか？
平成28年4月1日

から、村内の定住人口増加と地域活  性化を目的に「移住・定住支援事業」が始まりました。

赤井川カルデラ温泉に
いつでも無料で
入浴できます。

（毎週月曜日休館）

70歳以上になると
毎年敬老年金が
支給されます。
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村の花 ムラサキヤシオ村の木 シラカバ

札幌市
新千歳空港

1022

393

小樽市
お たる

余市町
よいち

仁木町
に き

倶知安町
くっちゃん

ニセコスキー場

36

赤井川村
あか   い   がわ

5
1

956

　赤井川村は「カルデラの里」として知られているとおり、札幌圏に隣
接しながらも周囲を山々で囲まれた自然豊かな環境を活かした農業と
観光業を主産業とする農村です。
　当村は、先人の方々が築き上げた村の環境や地域資源を後世に引
き継いでいくため、平成17年に「日本で最も美しい村」連合の理念に賛
同し設立から参加・活動を続けております。近年では、30年後に、春は
「さくら」、秋は「もみじ」でいっぱいの村にしようと住民と一緒に植樹活
動に取り組んでいるところであり、「やすらぎと感動の赤井川村 人が集
まる美しいカルデラの里」を目指しています。
　当村も他の自治体と同様に人口減少や住民の高齢化、働き手不足
などへの対応が大きな課題になっているほか、住民ニーズは、農業の
振興と農村環境の保全、保健・医療・福祉の充実を重視する傾向が強
まっており、多様化する住民ニーズに対応するため、住民とともに協
力・協働する姿勢を前面に打ち出し、これらの課題解決のための取り
組みを進めたいと思います。
　この村勢要覧を通じて本村の魅力に気づいていただき、さらなる村
の発展にお力添えをいただければ幸いです。

赤井川村 村長　馬場 希

「やすらぎと感動の
赤井川村 人が集まる
美しいカルデラの里」
を目指して

　今日の我が国は、少子高齢化・人口減少の急速な進行をはじめ、地
方における景気低迷の長期化、環境保全・再生エネルギーなどの意識
の高まりなど、社会環境は大きく変化してきています。このような中、当
村では、地域における総合的かつ計画的な行政の運営を図るため、平
成28年度に第四期総合計画を策定し、取り組みが進められているとこ
ろです。
　近年、地方分権や地方創生といった国の政策の中、「地域の活力」
「住民の活力」が今後の村づくりに必要不可欠なものとなってきており
ます。私たちは、その活力を生み出す手助けができるよう、住民の声に
耳を傾け、住民ニーズに対応できるよう活動を進めてまいります。

赤井川村議会 議長

住民の声に耳を傾け
「地域の活力」や
「住民の活力」を
生み出す手助けを

中の菱形は、赤井川村の赤を図案化

したものであり、また、整然と区画さ

れた八つの形は近代的農業の限りな

い発展を意味しています。外形の円

は、独特の盆地に囲まれた赤井川村

の平和と団結を象徴したものです。菱

形の緑は、近代的農業を意味し、外形

の赤は村民の団結と協調により輝かしい未来を築かんとする

エネルギーを象徴するものです。（昭和43年6月10日制定）

村 章

村長・議長ご挨拶

● 余 市 町

● 仁 木 町

● 倶 知 安 町

● 小 樽 市

● 札 幌 市

● 新千歳空港

車で約18分

車で約20分

車で約40分

車で約45分

車で約90分

車で約110分

12.9km

14.5km

33.1km

32.4km

69.8km

119.1km

赤
井
川
村

アクセス 主要都市への距離と時間 ※札幌市と新千歳空港からの距離と時間は
高速道路経由です。

赤井川村は
2019年6月10日で

開村120周年を迎えます。
1899年6月10日、大江村（現仁木町）から分村し

「赤井川村」が誕生しました。

それ以来、120年になろうとする歳月を歩み続けてきた赤井川村は、

今「日本で最も美しい村」連合の加盟村として

「さくら・もみじのふる里」を合言葉に活動しています。

この地で育まれてきた歴史と産業、そして人々が力を合わせて発展を続け

「人と自然が育む美しい村」の実現を目指して

日々邁進してまいります。

120
th

anniversary

岩井 英明
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赤井川村 検索

赤井川村役場
〒046-0592 北海道余市郡赤井川村字赤井川74番地2

TEL.0135-34-6211  FAX.0135-34-6644　http://www.akaigawa.com/

お問い合わせ先

■ 村勢要覧 2017  ■

人が集まる 美しいカルデラの里


